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● 園地施設

野津田
ノム
｀
園の概要

場  所 :町田市野津田町2035番

面  積 :約 40ha

公園種別 :総合公園

開園時間 :午前 6時～午後 8時

● 運動施設
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～野津田公園の計画変更経過～

年   月 内   容

1980年 10月 (S55年 )
野津田公園都市計画決定

総合公園 (40.lha)

1981年 6月 (S56年 ) 野津田公園建設審議会の設置

1981年 12月 (S56年 )
野津田公園基本構想策定

(野津田公園建設審議会 )

=llll

について野 田 に

野津田公園基本計画策定

田公園建設審議会 )

1982年 1月

1987年 3月

(S57年 )

(S62年 )

1988年 3月

1990年 10月

(S63年 )

(H2年 ) 第1期整備区域 開園 (16 4ha)

野津田公園基本計画策定

第1期

第

一
期
工
事

　

（西
側
）

1993年 3月

1996年 3月

(H5年 )

(H8年 )

野津田公園第2期整備区域基本計画策定 (23.7ha)

野津田公園第2期整備区域基本設計策定

第
二
期
工
事

（東
側
）

町田市長期構想による “健康スポーツタウン構想"の拠点として整備
良好な自然環境を十分生かした施設配置

建設費及び維持管理費等を考慮し、投資効果を最大限に期待できる施設配置

郷土風景及び文化遺産の保全活用

計画地周辺の整備計画に整合した計画
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第 1次野津田公園

～基本構想からの見

・アプローチの変更

・駐車場の見直し

・調整池の見

・スタンド

・ ファ

広

2009年 4月 (H21年 ) 公園管理を指定管理者ヘ

野津田公園基本計画 第 2期整備 (1993年 )
～見直 し事項～

・ 雑木林の保全
・ 自然や郷上の文化等を生かした整備
・ 導入施設の見直し

・ 東側及び南側進入路の見直し
・ 市有地活用を含めての整備検討
・ バイパスと公園にはさまれた区域の

活用の整備検討

・ 管理運営体制の見直し
・ 全体の整備方針や土地利用、

利用動線や施設計画の見直し

□計画テーマ

人々が集い 。憩う。スポーンと文化の森

□基本方針

。本格的な競技スポーツから健康スポーツまで楽 しめる公園

(ス ポーツ・ レクリエーションの場 )

・市民の総合的なコミュニケーションの場 となる公園

(コ ミュニティ形成の場 )

・ふるさとの自然の文化を守 り育てる公園

(歴史的資源 。自然的文化の保全・活用の場 )

・町田市のシンボル となる公園
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の め 全体ス ジュール

1.懇談会スケジュールと検討事項  ※3月以降は要調整
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一
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第1回懇談会 :現況把握、検討スケジュールの共有など

第3回懇談会 :野津田公園のコンセプト及び基本方針の検討 など

第4回懇談会 :空間構成の検討、管理・運営に関する検討 など

第5回懇談会:基本計画図の検討、管理運営及び維持管理方策の検討 など

第6回懇談会: 自然環境調査の結果報告、調査を踏まえた基本計画図の確認
官民協働による運営方法の検討 など

第7回懇談会:意見募集の結果等を踏まえた基本計画図の確認 など

第9回懇談会:基本計画の最終確認 など

第2回懇談会:課題の抽出・整理 など

第8回懇談会:基本計画のとりまとめ など

2.管理運堂計画の作成

“

(1)管理運営に関する現況の把握と課題の抽出・整理
管理運営に関する現状の把握 (指定管理者へのヒアリング等 )

管理運営に関する課題の抽出と整理
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官民協働やプログラム提供等運営方法の検討

管理体制のあり方についての検討

植栽・施設・設備等の維持管理方法の検討

(2)管理運営方策の検討
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3.自然環境調査
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―(1)事前調査

(2)現地調査
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A植 物調査

群落調査 (植生調査・植生図作成踏査)

景観調査

植物相調査

大径木調査

―
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鳥類調査 :任意踏査、ラインセンサス調査、夜間調査等

昆虫類調査 :任意踏査、ベイトトラップ、ライトトラップ等

オオタカ等希少猛合類 :定点調査、営巣地調査

B.動物調査

哺乳類調査 :任意踏査等

両生類・爬虫類調査 :任意踏査

水生生物 :捕獲調査等

日 日
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C.水系調査 ■ 日 | 日 日

“ “

日 ■ 日 日 ξ日 ■ 日 ■

ー

D.主壌調査

日 日 日 ■ 日 J■4.意見募集




